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福祉文教常任委員会議事録 

 

１ 日  時  令和５年１２月７日（木） 午前１０時５０分 開会 

２ 場  所  太子町議会全員協議会室 

３ 出席委員  委 員 長    中村 直幸    副委員長   䭜本 博之 

        委  員    斧田 秀明           建石 良明 

                西田いく子           藤井千代美 

                森田 忠彦           村井 浩二 

                䭜本  馨 

        議  長    山田  強 

４ 欠席委員                

５ 説 明 員  町 長  田中 祐二   教 育 次 長  池田 貴則 

        副 町 長  齋藤 健吾   秘書政策課長  西本 武史 

        教 育 長  中道 雅夫   企画担当課長  小泉 大吾 

        政策総務部長  小角 孝彦   福祉介護課長  䭜本 知也 

        まちづくり推進部長  村上 正規   いきいき健康課長  堀内 孝茂 

        健康福祉部長  子安 逸二   保険医療課長  松岡 健一 

６ 議会事務局  事 務 局 長  正野  正   書 記  木下 雄平 

７ 傍 聴 者                

８ 会議に付した事件 

（１）議案第43号 令和５年度太子町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

（２）議案第44号 令和５年度太子町介護保険特別会計補正予算（第２号） 
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午前１０時５０分 開 会 

○中村委員長 改めまして、おはようございます。 

 昨日に引き続きまして、福祉文教常任委員会を開催させていただきましたところ、ご

出席をいただきまして、ありがとうございます。 

 本日は全員出席していただいておりますので、本会は成立いたしました。 

 よって、これより委員会を再開いたします。 

 直ちに会議に入ります。 

 今回、本委員会に付託され、審議が残っております案件は補正予算案件が２件でござ

います。よろしくご審議のほどお願いいたします。 

 議案第４３号、令和５年度太子町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）、これを

議題といたします。 

 本件について説明を求めます。 

○松岡保険医療課長 議案第４３号、令和５年度太子町国民健康保険特別会計補正予算

（第３号）について、内容のご説明を申し上げます。 

 令和５年度太子町国民健康保険特別会計補正予算書の１頁になります。 

 第１条第１項、予算の総額でございます。既定の歳入歳出予算額の総額にそれぞれ３

千８１０万７千円を追加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ１５億３千５９５万８千円

とするものでございます。 

 まず、歳出の内容でございますが、１０頁、１１頁になります。 

 ２款保険給付費、１項療養諸費、１目一般被保険者療養給付費、補正額２千４３１万

８千円は、事業別区分１の一般被保険者療養給付費で、当初予算では、被保険者数の見

込み人数から、前年度の１人当たり医療費より６％の増を見込み予算計上しておりまし

たが、本年１０月までの医療費実績から予算を上回る給付が見込まれるため補正を行う

ものでございます。 

 次の２項高額療養費、１目一般被保険者高額療養費、補正額１千３７８万９千円、事

業別区分１の一般被保険者高額療養費につきましても、一般被保険者療養給付費と同様

に１人当たりの前年度実績の６％増で当初予算を計上しておりましたが、予算に不足が

見込まれることから補正をするものでございます。 

 続きまして、歳入の内容でございますが、８頁、９頁になります。 
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 ５款府支出金、１項府補助金、１目保険給付費等交付金、１節保険給付費等交付金の

普通交付金３千８１０万７千円は、歳出の一般被保険者療養給付費及び一般被保険者高

額療養費の財源として措置しております。 

 最後に、第２表、債務負担行為補正でございます。 

 補正予算書の４頁になります。 

 令和５年度実施のとくとく健診（集団健診）事業に係る債務負担行為に関しての変更

はありませんが、今回受入れ可能人数の拡大とそれに伴う事業費の精査により、限度額

を６２１万７千円から６６４万６千円に変更するものでございます。 

 以上が議案第４３号、令和５年度太子町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）の

内容の説明でございます。何とぞよろしくご審議の上、ご議決賜りますようよろしくお

願い申し上げます。 

 以上でございます。 

○中村委員長 ただいま説明がありました。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑ございませんか。 

○斧田委員 今回の補正の要因となっている高額療養費の関係のことなんですけれども、

高額療養費の該当者数というのが今までと比べて変わってきたとか、人数じゃなくて、

それぞれの要因というんですか、教えていただけたらと。 

○松岡保険医療課長 高額療養費に限らず、ちょっと件数等々見ていましたら、件数自体

は昨年度と、５か月間しかないんですけど、件数自体は減っている状態なんです。その

中で何が考えられるのかといいましたら、１人当たりの医療費がやはり伸びている。被

保険者数も１００人超減っている中でこのような状況になっていますので、やはり毎年

なんですけど、被保険者数が高齢化していくこと、もしくは医療費が逆に高度化するこ

と、もしくは新たな新薬、薬剤が保険適用になったことということから医療費が上がる

というような状況で、高額に限らず、一般療養給付費につきましても件数自体は減って

いるということです。 

○斧田委員 ありがとうございました。 

○中村委員長 ほかに。 

○村井委員 先ほど言った１人当たりの医療費が増えているといったところのことで、１

つこれも、ちょっと私なりには何か関連があるんじゃないかなというようなところで、



－６０－ 

今、債務負担行為のところに出ていますけど、とくとく健診について、冬のとくとく健

診で、私のところにもこの前、郵送で案内が届いたんですけど、あの案内というのはど

ういう、該当される、郵送される方というのはどの住民さんに郵送されるのか、教えて

いただけませんか。 

○松岡保険医療課長 今現在、郵送でご通知差し上げている方につきましては、昨年度集

団健診を受けていただきまして、集団健診、夏がありましたけれども、それを受けてお

られない方につきまして一応抽出させていただいて、また冬に集団健診がありますので、

受けていただけませんかみたいな形の通知を送らせてもらっています。 

 加えて、通知に対しても中々反応していただけない方もおられますので、１月等々に

入りましたら、電話等々での受診勧奨をさせていただく予定にしております。 

○村井委員 私のまた話になりますけど、私は夏、ちょっと受診する機会がなかって、な

かったというか、申し込んでなくて、今回、冬ご案内いただいて、これ、申し込まなあ

かんわということで、ちょっとまた申込みに行かなあかんなと思っておるんですけど、

冬のとくとく健診というようなところの、夏と冬ということで二段構えというところで、

冬のとくとく健診の実績と、今日現在の今年度の冬のとくとく健診の応募状況というの

か、申込み状況、今、そういう数字を持ってはるんやったら教えていただけませんか。 

○松岡保険医療課長 冬のミニミニドックの集団健診の人数なんですけども、トータルし

て１００人枠のうち７７名ということになっています。基本的に国民健康保険の方の受

診勧奨を主にやっていますけれども、そのうち、先ほどの７２名のうち５６人が国民健

康保険、あとは後期高齢者医療の方になっています。 

 今年度の、来年の２月になりますけども、冬のミニミニドックの実施規模というんで

すか、申請のあった方なんですけども、５日から電話の予約を開始しておりまして、今

日で３日目になります。その中で人数的なもので言いますと、今１００名枠で５１人申

し込んでおられます。うち、胃がん検診を４０名取っているんですけども、４０人のう

ち、まだ１７名しか申込みがないという状況なので、周知の仕方をもうちょっと工夫し

たほうがいいのかなというのが今考えている段階です。 

○村井委員 その辺のやっぱり健診機会を増やすことによって、皆さん健康な状況でお住

まいしてくれてはったら一番いいんですけど、やっぱりちょっと具合が悪いとかいった

ところが早期に発見に至って、その辺の医療費のところ、医療機関を受診する機会が増

えるというのは、これは致し方ないと思うんです。これは目的と手段が、私もよく言う
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んです、手段が、とくとく健診とかいろいろするんやけど、目的はやっぱり人間、国民、

住民として、やっぱり健康な状況で生活していただける環境といったところの整備じゃ

ないけど、そういう状況をつくっていく中で医療費というのが上がってくるというのは、

今ちょっとご答弁がありましたけど、やっぱり医療費の高度化というのもありますでし

ょうし、そういうところもすごく関係してくるかと思うんですけど、ただ１つ、これ、

私もやけど、診療科目の中というのか、成人の歯科検診とかやっぱり歯は万病のもとと

いうのか、やっぱり消化不良からいろいろ、頭の脳内のこととか、いろいろ関係あると

いうのは今、医学的にもいろいろ立証されているところがあるかと思うんですけど、そ

ういう歯科検診をこれからやっていこう、導入していこうというのを検討されているの

か、されてないのか、また業界というか、その状況というのをもしお知りやったら教え

ていただけませんか。 

○松岡保険医療課長 今、歯科検診のご質問ございましたけれども、国民健康保険には国

民健康保険運営協議会というのがございまして、その中でも歯科検診、やってみてはと

いうことで、これにつきましては今、太子町の国民健康保険特別会計には基金がござい

ます。基金につきましては、今まで保険料抑制のために町独自で繰入れをしていました。

それができなくなりますので、その中で新たに保健事業としてこれから考えていくとい

う中で、ご議論の中で、２０、４０、５０、６０、７０ですか、という節目で歯科検診

をやってはどうかというような話がありましたので、参考にさせていただきまして、こ

れから保健事業として取り組む形を考えております。 

○村井委員 これ、たしか日本歯科医師会のほうでもそういう議論になっていて、全国、

国を挙げてそういうようなところで、やっぱり歯は万病のもと、やっぱり消化不良から

内臓関係、また、かむというところの筋力のところからやっぱりありますし、歯が抜け

てしまったり、そういうところの影響とかも、やっぱり４０をまわってきたらそういう

のが増えてくるのかな。だから、やっぱりそういう機会をつくってもらう。 

 今までやったら、歯が悪くなったから歯医者さんに行くんやじゃなくて、悪くなる前

にちょっと定期的に検診を受けてもらうなり、そういうふうな機会をやることによって

歯以外の健康状態が保てる、またはそういうところの改善につながるとかいうことが多

分あるんやと思うんです。またその辺も力を入れて、もしやっていただけるんやったら

やっていただくように、前向きに検討してもらいますようにお願いしておきます。 

○中村委員長 ほかにございませんか。 
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○西田委員 本当に医療費が伸びているということで、先ほども、これも関係するか分か

りませんけど、子どもの医療費も補正が出たりとかしているんですけれども、当初で

６％増で計画したけど、それで足らなかったということですが、決算でも、コロナ禍で

はちょっと下がりましたけど、またぐっと上がって、今までのやつのグラフ引いてみた

ら、この６％の数字のやつが落ち込んだけど急激に増えた、ならせばその数字になるか

なみたいなことを言ってはったんですが、更に思っていたより増えたということでは、

これ、分かっているのか、大阪府内全体ではどうなんやろう。まだ太子町のことしか分

かりませんか。 

○松岡保険医療課長 今のところデータとして持ち合わせているのは太子町だけなんです

けれども、ただ、今現在、来年度の国民健康保険を運営するに当たって、当然給付費も

含めた事業費納付金の仮算定を今している最中です。その中で、ちょっとまだはっきり

と保険料とかは決まってないんですけれども、やはり保険料は上昇をかなりする見込み

になっているというような中で、当然給付費も今現在の給付費よりも伸びるという予測

を立てているというふうには考えております。 

○西田委員 来年４月から、いや応なく府内統一の国保料になるということで、今でも統

一に合わせたところと太子町の保険料では全く数字の差があって、それは本当に担当課

の皆さんの努力で抑えてきたんですが、それが利かなくなるということで、料率の大体

の数字みたいなのはちょっと私も把握しているんですけれども、まだちゃんと正式に発

表されてないということなので、数字は言いませんけれど、本当にべらぼうに上がるん

です。 

 前回も１２月ぐらいで、こんな数字になったら大変やと思うのが、年明けたらちょっ

と落ち着いて、その数字で動いていったと思うんですが、それにしたって保険料がべら

ぼうに上がるというのをちょっと見とかなあかんなと思うと、中々町の努力が利かない

というところでは本当に大変なんですけれども、それでもやっぱり少しでもと思ったら

健診事業、本当に裁量が利くのは予防しかないのかなと思うんですが、そこで債務負担

行為のとくとく健診、ちょっと細かくお聞きしたいんですけれども、これは今回、夏も

冬も一緒での債務負担行為ですか。それと、委託先は夏冬一緒のところになるんですか。 

○松岡保険医療課長 夏冬は、とくとく健診なんですけども、委託業者につきましては夏

も冬も今現在一緒ですけれども、入札をかけます。入札の中で、キャパが大きければ大

きいほど単価もちょっと下がるのかなというところもありまして、一般会計のほうでも
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ございましたように職員の健康診断、教職員の健康診断プラス住民の方の集団健診、冬

の集団健診という形で、セットで今回集団健診をやっていこうというふうな形になって

います。 

○西田委員 何か人数を増やすみたいなことがあったんですけれども、今、まだ債務負担

行為で中身全てじゃないと思うんですけれども、今と何か変えようと思っているところ

はあるんですか。 

○松岡保険医療課長 期間等々には、夏場６日で冬場につきましては１日ということで、

期間については今のところ変更は予定しておりませんが、人数、今現在、基本定員１日

１００名という形で実施させていただいています。今後、ちょっと今検討中なんですけ

れども、１００名の枠を１２０名にという予定もございますし、ちょっとまだ協議中な

ので、そういう段階なんですけれども、あと、がん検診のうち胃がん検診につきまして

は６日のうち４日間で、冬は１日ですので１日やっていますけれども、夏場の胃がんの

検診につきましても６日間やれたらなというふうには今、協議中でございます。 

○中村委員長 ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○中村委員長 ないようでございますので、質疑を終わります。 

 討論に入ります。 

 討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○中村委員長 ないようでございますので、討論を終わります。 

 お諮りいたします。 

 議案第４３号を原案どおり可決することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○中村委員長 ご異議なしと認めます。よって、議案第４３号、令和５年度太子町国民健

康保険特別会計補正予算（第３号）は、原案どおり可決することに決しました。 

 続きまして、議案第４４号、令和５年度太子町介護保険特別会計補正予算（第２号）、

これを議題といたします。 

 本件について説明を求めます。 

○嚨本福祉介護課長 それでは、議案第４４号、令和５年度太子町介護保険特別会計補正

予算（第２号）についてご説明申し上げます。 
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 補正予算書１頁をご覧ください。 

 第１条第１項、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４８４万円を追加し、

歳入歳出予算の総額をそれぞれ１４億３千８２６万５千円とするものでございます。 

 それでは、８頁、９頁の歳出からご説明いたします。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、補正額４８４万円は、介護報酬改定

等に伴うシステム改修費を計上しております。 

 その財源となります歳入ですが、お戻りいただいて、６頁、７頁をご覧ください。 

 ３款国庫支出金、２項国庫補助金、５目介護保険事業費補助金、補正額２４２万円。 

 続きまして、７款繰入金、１項一般会計繰入金、３目その他一般会計繰入金、補正額

は同じく２４２万円。 

 以上、国２分の１、町２分の１で歳出に対する財源を見積もっております。 

 以上で令和５年度介護保険特別会計補正予算（第２号）のご説明を終わります。何と

ぞよろしくご審議の上、ご議決賜りますようお願い申し上げます。 

○中村委員長 ただいま説明がありました。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑ございませんか。 

○西田委員 介護報酬改定のための電算プログラム変更ということですが、これは第９期

に向けての電算の変更ですか。 

○嚨本福祉介護課長 第９期に向けての、ただいま国のほうで報酬改定作業中でございま

すが、そちらに合わせたプログラム改修ということでございます。 

○西田委員 いろいろ制度をいらってくると思うんですけれども、中身はどれぐらい届い

ているんですか。まだ分からないことが多いんでしょうか。 

○嚨本福祉介護課長 部分的にちょっとニュース等で目にする程度で、全体的な部分、ま

た詳細につきましては、ほとんど不明の状況でございます。アナウンスによりますと、

年末あたりにある程度の方向性が示されるようなことではニュース等で流れております

が、現時点におきましては、まだ詳細、全く不明でございます。 

○西田委員 詳細はちょっと私も分かりづらいんですけど、１つ言われているのは利用料

を２割にしようかという話が出ていて、所得、いろいろ分かれているじゃないですか。

所得の上位３０％ぐらい。そう思ったら、年間、年収２２０万以上の単身者が対象にな

るみたいなんです。片方で、何か利用料の値上げという、２割ですかね、値上げが考え
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られている中で、さあ、ほんなら保険料はどうなるんやということを本当に考えなあか

んと思うんやけど、ちょっと改めて今、全国平均、第８期、６千１４円なんですって。

太子町は第８期の数字は基準額６千４８０円じゃないですか。都道府県別やから、押し

なべて太子町も高い、大阪市も含めて基準月額の平均、大阪は沖縄と一緒で同額１位の

押しなべたら６千８２６円で、本当に全国一高い。その中で大阪の第８期、８千９４円、

太子町はさっき言いました６千４８０円、これは府内で太子町は１０番目に高い基準額

で、全国で言っても高いほうに所属すると思うんですけれども、そんな中で、国がもう

集めはったんでしょうね、第９期の試算が出ていて、それをもらったんですけれども、

そこには太子町のお金、第９期介護保険料試算額、基準月額、２０２３年１０月時点、

このときに国が集めて、太子町は返していると思うんですが、６千６４５円、これ、太

子町が出した数字で合っているんですか。 

○嚨本福祉介護課長 委員がご覧になられた本年１０月時点の６千６４５円という保険料

を試算したデータでございますが、うちのほうから厚生労働省のシステムを使いまして

算定した数字ではございますが、うちのほうから出したのは間違いございません。 

○西田委員 そのまた、私は府内の市町村の幾らかというのを見たんですけれども、太子

町は基金をここに表してないんですけれども、それは何でですか。 

○嚨本福祉介護課長 こちらの数字につきましては、当然、第９期の介護保険事業計画策

定に向けたシミュレーションでございまして、実際には基金を活用して、保険料をある

意味抑制するというようなことは当然作業的には行うわけなんですけども、現段階にお

いて、基金を除いて正味幾らほどの保険料の伸びになるのかというのを見るために、先

ほどの数字の段階では基金を投入しておりません。 

 以上です。 

○西田委員 ということは、基金を太子町は入れないよということで出した数字ではない

ということですかね。 

○嚨本福祉介護課長 入れないという意思表示ではございません。 

○西田委員 本当にコロナもあって、結局基金、団塊の世代が増える、将来が不安やとい

うことで、全額使わずに第８期組んだんですけれども、結局増えていっていて、今現在

基金幾らぐらいですか。６千６４５円の数字は基金を入れてないということなんですけ

れども、そこにもし入れてたら、制度が変わるからその数字にはならないと思うんです

けれども、今の第８期の中のシミュレーションの中に基金を全額入れたら幾らぐらいに
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なるか、お分かりになりますか。だから、現在の基金の金額で入れれば、数字が分かっ

ていたら教えてもらいたいし、分からへんかったら、少なくとも減ると思うんですけど、

幾らぐらいになるか教えていただけますか。 

○嚨本福祉介護課長 まず基金の残高ですが、１号補正後で予算ベースになりますけども、

１億５千９００万円ほどの基金残高でございます。 

 この１億５千９００万円の基金を活用した場合、先ほどの保険料はどうなるかという

ところですが、そこの部分につきましては、システム上ちょっと試算したわけではござ

いませんが、恐らく１億５千９００万円のうち幾ら使う、幾ら投入するというようなこ

とも今後、計画策定の段階で検討してまいるわけですけども、数百円程度抑制できると

いうふうに見込んでおります。 

 ただ、少しだけちょっと補足させていただきますと、もちろん保険給付費に対しての

必要な保険料というところでございますので、その保険給付費の見積り、見込みにつき

ましては、現段階で１０月時点というところで、例えば伸び率であったりというところ

を申し上げますと、５年度の前半、半期、上半期ですね、の伸びというものと、あと、

もう下半期に入っておりますけども、これ、見ておりますと下半期の伸び率がやはりち

ょっと高くなってきております。コロナ明けの影響であろうと思いますけども、そうい

った部分もございますので、伸び率の低い段階でちょっとシミュレーションしておると

いったところ、あと、ちょっとネガティブ要素ばかり申し上げてもあれなんですけども、

報酬改定のほうも詳細は決まっておりませんが、いろいろ見聞きしておりますと恐らく

上がるであろうということも予測されますので、そういったところ、保険給付費のほう

が今の見込み、現時点の見込みよりも更に伸びる可能性が大きいのかなという部分もご

ざいます。そういったところで基金を活用して、保険料、いくら抑制できるかといった

あたり、方法、具体の検討は年明けになるかと思っているんですけども、詰めていきた

いと考えております。 

○西田委員 先ほど、もし２割になったら単身で年収２２０万円以上の人が対象になるっ

て、２割負担。介護にかかったら２割負担になって保険料を払うという、保険料が高く

なる。本当に、そしたら利用を減らすしかなくなるじゃないですか。 

 ですので、本当に１億５千９００万円、介護保険は３年で使わなあかん計画でやって

いかなあかん。基金をためるのは仕事じゃない。余ったということは計算が間違ってい

たということなので、本当に全額入れたってどうなるか分からへんのに、心構えとして
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はやっぱり全額入れるというところから始めてもらわんと、１０月時点でも府内半分ぐ

らいは基金を入れて計算していたように思うんです。ほんで、そこで考えているところ

は何割って割合まで変わっているところもあるし、うちはそういうことを考えない中で、

基金をこの計算式に入れてないということでしたので、全額使ってもらいたいなと思い

ます。 

 利用料がそれこそ２割になったら負担増でしょう。保険料がもしアップしたら、それ

も負担増でしょう。それでも、介護保険にかかっていらっしゃる方は本当にありがたい

と思ってはる。家族の方も本当にありがたいと思ってはる。 

 介護の認定を受けようと思ったら、うちはやってくれはるみたいやけど、中々審査下

りないじゃないですか。ほんなら、またやきもきしはるんや。それ、今どれぐらいかか

っていますか。１か月ぐらいかかっているとき、ぐらいの返事になってませんでしたか。

今、どんな感じですか。 

○嚨本福祉介護課長 今現在で、太子町のほうでは、委員おっしゃっているように大体、

案件にもよるんですけど、１か月ほど時間を要しております。 

○西田委員 その中で小さな３町村でやっているのかな。だから、この人というのは分か

っているから、審査の結果を待つまでもなく、ちょっと先に動いてくれたりもしている

みたいやねんけれども、それ、やっぱり法的に正しい状態かと言われたら違うじゃない

ですか。もっと早くに審査結果を出さなあかんということになっているのに、それがで

きてないのは３町村でやっているから。それとも人が足りないから。どういうことなん

でしょう。 

○嚨本福祉介護課長 どれか１つ要因ということではございませんが、例えば病院の先生

の意見書待ちというような時間もちょっと、その期間中にはございます。一方で、こち

らの調査員のマンパワー的なところで申し上げますと、今現在ケアマネさん、調査して

いただく方がちょっと１人、年度当初からなんですけども、ほかに応募しておった方が

来られてないような状況で、１人というようなことでずっと来ておりますので、ただ、

そういった専門職の方、中々ちょっと募集しても応募がないというようなことで人事か

らは聞いておりますが、引き続き次年度に向けての人材を確保していただきたいなとい

うふうに原課の方では思っています。 

○西田委員 介護保険は社会で見ましょうと、家族だけに押しつけるんじゃなくてとやっ

てきた中で、人が足らんから待ってねというのは、お金を取っておきながら、ひどい話
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じゃないですか。やっぱりこっちの体制もきっちりして、計算式自体を変えるべきやと、

国が。半分ぐらい介護保険を見やな、国庫負担を増やさな、これは上がり続ける一方や

から、制度自体に問題があると思いますが、この制度の中で進む中で住民さんに負担が

かからないようにするのは、やっぱり太子町として頑張らなあかんことやと思うので、

お医者さんだけじゃなくて、人が足らんから認定審査が遅れるなんて、ちょっとどうか

と思いますので、その点は町全体で考えることですが、人の配置、また戻っちゃいます

が、よろしくお願いします。 

○中村委員長 ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○中村委員長 ないようでございますので、質疑を終わります。 

 討論に入ります。 

 討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○中村委員長 ないようでございますので、討論を終わります。 

 お諮りいたします。 

 議案第４４号を原案どおり可決することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○中村委員長 ご異議なしと認めます。よって、議案第４４号、令和５年度太子町介護保

険特別会計補正予算（第２号）は、原案どおり可決することに決しました。 

 以上で、本日の審議事項は全て終了いたしました。 

 これにて委員会を閉会させていただきます。 

 お疲れさまでした。 

午前１１時２７分 閉 会 
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